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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成22年2月4日(2010.2.4)

【公表番号】特表2009-518094(P2009-518094A)
【公表日】平成21年5月7日(2009.5.7)
【年通号数】公開・登録公報2009-018
【出願番号】特願2008-543912(P2008-543912)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｍ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｍ  15/00    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成21年12月9日(2009.12.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一つのブリスタパックの開いたブリスタポケットから薬剤粉末を送達するの
に適した薬剤ディスペンサ装置であって、
　(a)ハウジングと、
　(b)前記ハウジングに設けられた空気入口と、
　(c)前記ハウジングによって閉じ込められた、それによって受入れ可能な少なくとも一
つのブリスタパックの開いたブリスタポケットから薬剤粉末を分配する分配メカニズムと
、
　(d)前記分配メカニズムと関連付けられ、前記空気入口と連通しているマニホルドとを
備え、前記マニホルドが、
　(i)本体を備え、
　(ii)前記本体が、チムニー入口からチムニー出口に気流を方向付けるため、前記チムニ
ー入口及び前記チムニー出口を有するチムニーを規定し、
　(iii)前記本体が、チャンバ入口及びチャンバ出口を有するチャンバをさらに規定し、
　(iv)前記ブリスタパックの前記開いたブリスタポケットが前記チムニー出口及び前記チ
ャンバ入口に隣接して位置付けられたとき、前記気流が、前記開いたブリスタポケットを
介して前記チムニー出口から前記チャンバ入口に方向付けられて、前記薬剤粉末を取り込
み、かつ前記気流中の前記薬剤粉末を前記チャンバ入口から前記チャンバ出口に運搬する
ことができるように、前記チムニー出口及び前記チャンバ入口が互いに並んで位置し、
　前記ディスペンサ装置を患者が吸入によって使用する間、前記ハウジングに設けられた
前記空気入口のみを通して、前記気流が前記マニホルドの前記チムニーに引き込まれる、
薬剤ディスペンサ装置。
【請求項２】
　前記ハウジングがシェルの半割り部分二つの噛み合うアセンブリを備える、請求項１に
記載の薬剤ディスペンサ装置。
【請求項３】
　前記空気入口が保護グリルを備える、請求項１又は２のいずれか一項に記載の薬剤ディ
スペンサ装置。
【請求項４】



(2) JP 2009-518094 A5 2010.2.4

　前記マニホルドチムニー入口が、前記空気入口と並列の関係で設けられた請求項１から
３のいずれか一項に記載の薬剤ディスペンサ装置
【請求項５】
　前記ハウジングが、前記空気入口を除いて、空気がその中に入ることに対する比較的気
密の障壁となる、請求項１から４のいずれか一項に記載の薬剤ディスペンサ装置。
【請求項６】
　前記空気入口を通して前記マニホルドの前記チムニーに引き込まれる前記気流の一部の
みが、前記チムニー出口を介して前記開いたブリスタポケットに向けられる、前記請求項
のいずれか一項に記載の薬剤ディスペンサ装置。
【請求項７】
　前記チムニーと前記チャンバの間に一つ又は複数のブリード穴が設けられて、前記気流
の一部（流出気流）が前記一つ又は複数のブリード穴を通して前記チャンバ内に向けられ
て、取り込まれた前記薬剤粉末を運搬する前記気流の一部に破裂的に衝撃を与える、請求
項６に記載の薬剤ディスペンサ装置。
【請求項８】
　前記マニホルドが、マウスピースと前記分配メカニズムの中間の位置で前記ハウジング
内に位置する、請求項１から７のいずれか一項に記載の薬剤ディスペンサ装置。
【請求項９】
　前記分配メカニズムが、それによって受入れ可能な複数のブリスタパックそれぞれの開
いたブリスタポケットから薬剤粉末を送達するためのものであり、前記マニホルドがチム
ニー出口及びチムニー入口の対を複数備え、前記対がそれぞれ、前記複数のブリスタパッ
クのうち一つの開いたブリスタポケットと関連付けられた、請求項１から８のいずれか一
項に記載の薬剤ディスペンサ装置。
【請求項１０】
　前記空気入口の断面積が、吸入による使用の際、前記気流が前記マニホルドを通ってそ
の中に引き込まれる前記マニホルドの任意の部分の断面積よりも大きい、請求項１から９
のいずれか一項に記載の薬剤ディスペンサ装置。
【請求項１１】
　前記又は各チムニー出口及び/若しくはチャンバ入口が、本質的に円形の輪郭を規定し
、1から7mmの直径を有する、請求項１から１０のいずれか一項に記載の薬剤ディスペンサ
装置。
【請求項１２】
　前記又は各チムニー出口及び/若しくはチャンバ入口が、前記本質的に円形の輪郭にま
たがるクロスピースを備える、請求項１１に記載の薬剤ディスペンサ装置。
【請求項１３】
　前記一つ又は複数のブリード穴が、互いに平行に配置された二つの細長いスロット状の
ブリード穴を有する、請求項７又は請求項７に従属する場合の請求項８から請求項１２に
記載の薬剤ディスペンサ装置。
【請求項１４】
　前記一つ又は複数のブリード穴の少なくとも一つが、前記チャンバの内壁の方向に向け
られた、請求項８、又は請求項８に従属する場合の請求項９から１３のいずれか一項に記
載の薬剤ディスペンサ装置。
【請求項１５】
　前記マニホルドが高密度ポリエチレンから造られた、請求項１から１４のいずれか一項
に記載の薬剤ディスペンサ装置。
【請求項１６】
　前記マニホルドが、全体的に又は部分的に、フルオロポリマー材料でコーティングされ
た、及び/又は該材料から成る、請求項１から１５のいずれか一項に記載の薬剤ディスペ
ンサ装置。
【請求項１７】
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　前記フルオロポリマー材料が、テトラフルオロエチレン(PTFE)、フッ化エチレンプロピ
レン(FEP)、過フルオロアルコキシアルカン(PFA)、エチレンテトラフルオロエチレン(ETF
E)、フッ化ビニルジエン(PVDF)、塩素化エチレンテトラフルオロエチレン、及びそれらの
任意の混合物から成る群から選択された、一つ又は複数のモノマー単位を倍数含む、請求
項１６に記載の薬剤ディスペンサ装置。
【請求項１８】
　薬剤製品を分配するための、請求項１から１７のいずれか一項に記載の薬剤ディスペン
サ装置の使用法。
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